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1日東京工業大学（東京医科歯科大学と 10 月

1日に統合、 東京科学大学に）の前副学長でリ

ベラルアー ツ（教養）教育の第一人者、 上田紀

行氏が4月、 東海学 園大学（名古屋市天白区）

の特命副学長に就任した。 理系の旧東工大で古

代ギリシャ哲学に通じる 「人を自由にする技」（リ

ベラルアー ツ）教育を実践、 学生から絶大な人

気を集めるなど名物教授として活躍した。 「癒し」

という言葉を広めた文化人類学者であり、 主著

r生きる意味」などの著作を世に出すとともに、

全国紙の論壇時評、 「朝まで生テレビ」等メディ

アでも活躍し、 文科省中央教育審議会の委員等

も歴任。 r複線化人生が重要」 と語る上田特命副

学長に聞いた若者への熱い思いを前・後編 2 回

(11 月号、 12 月号）にわたって報告する。

（聞き手は塚本隆編集長）

ー東海学園大学の副学長就任から半年、 率直

な感想を。

上田特命副学長 私は愛媛大学に3年、 東

京工業大学に28年と、 31年も国立大学に勤

めましたので、 私学は初めてです。 高校生が

少なく、 特に規模の小さい私学にとっては、

大変になっていることを痛感しています。 名

古屋大と岐阜大が同じ法人に統合されるなど

地方の国立大学は統合していく方向ですね。

私自身は、 大学は経営が悪いからといって潰し

てはいけないと思っていますが、 私学は年次計

画を立てても、 経営という意味で、 バラ色の未

来を描ける大学は日本にはないと思います。 そ

の中で東海学園大学は「ともいき」という理念

を活かしつつ、 斬新な改革を進めようとしてい

ます。

ー最近の学生気質をどう見ていますか。

上田副学長 学生相手に教えてみて思うの

は、 やはり昔と大きく変わってきていますね。

例えば、 私が東工大に赴任した28年前、 学生

がもうちょっと生意気だったと思います。 先生

の間違っているところを探し出して、 厳しい質

問をどんどん仕掛けてくるとか、 ね。 今はちが

います。

ー変化の要因は何でしょうか。

上田副学長 1990年初頭から大学は役に立
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たんことばかりしている、 即戦力を出せと言わ

れました。 その頃から早く役に立って利得を最

大にする人材を生み出せという要望が強まり、

90年代の中盤から2010年代の中盤ぐらいま

では専門教育重視になり、 教養教育が軽視さ

れる時期が約20年が続いたわけです。 高校も

文系と理系を早めに分けて、 大学入試に出る

科目を徹底的に学習する方向にシフトしまし

た。 学生は自分の成績や評価ばかり気にして、

本質的な疑問を持たないようになっていきま

した。

ー名古屋の学生、 地域の印象を間かせてく

ださい。

上田副学長 名古屋の場合は、 学生があま

り外に出て行かない印象ですね。 自分たちは

名古屋で就職して仕事をしていくという意識

がすごく強いと思います。 いい就職先が多い、

との考えがあるのではないでしょうか。 私は

天白区に住んでいますが、 家賃の安さには驚

きました。 給料がある程度あれば経済的な利

得からは、 名古屋に住むのは安定でしょう。

東京はものすごい競争社会ですから、 転職も

多く、 労働市場は流動化しています。 名古屋

の場合は、 チャレンジするよりも安定を求め

るという今の学生さんの気質にとっても合っ

ていると思います。 でも、 悪い意味では、 も

う日本の経済にせよ科学技術にせよ、 チャレン

ジしないでどんどん沈んでいくような イメ ー

ジを私は持ちますね。

一愛知の企業でも多くの講演をされています。

上田副学長 ブラザー さんやデンソ ーさん

で講潅していますが、 安定化したところからよ

りイノベー ティブな方にシフトしなければと

すごく考えておられますね。 東京や大阪でも企

業や経済同友会などでこのところ講演の依頼

が増えていますが、 失われた20年、 リベラル

ア ー ツ（教養 ）を学ばずに大学を出たり、中等、

高等教育をやってきた人たちが今、 管理職にな

ろうとしていて、 なかなか大変ですね。 イマ

ジネ ーションというか、 イノベーション的な

ものを生み出せない現状があり、 リベラルア ー

ツが見直されています。 デンソ ーさんなどか

ら、 リベラルア ー ツの話をしてくれと言われ

るのは、 やはり企業には何かを変えたいとい

う意向があるのを感じます。

ー東工大でリベラルア ー ツ教育を実践され

ました。 考え方を教えてください。

上田副学長 リベラルア ー ツは「人間を自

由にする技」を意味します。古代ギリシャ・ロー

マ時代の「自由市民」 になる学問が原義です。

教養教育ということもできます。1 人l人の

志は個性がありますから、 その人たちが切磋

琢磨しながら学び合うことをテ ーマに掲げま

した。 とにかくいい成績を、 大学で優秀な成

績を取っていればいい人生が開けるとみんな

思っていますが、 それで人生100年時代にい

い人生が送れるわけではありません。 そもそ

も、 大学でいい成績を取りたいというぐらい

の志では、 イノベーションが起こせませんね。

成績、 評価を目指していく学生さんは、結局

のところ、 誰かが作った問題を解くことはで

きても、 次の問題を作り出すことができませ

んよね。

ーどのような教育内容でしたか。

上田副学長 いい成績を取りたい、 お金を

たくさん儲ける方がいい、 という単ーな指標

を抜けだして、 学生たちの相互コミュニケ ー

ションの中で、 志を立て、 育むことを目指し

ました。 大学1年で東工大立志プロジェクト

という授業を必修にし、 大学3年では教養卒

論というリベラルア ー ツの卒論、 あなたがこ

れから取り組んでいくテ ーマ、 研究室に所属

して取り組んでいるテ ーマが世界をどう変え

ていくのかとか、 あなたはどこにワクワクす

るのかとか、 そういうことを5000字からl

万字でまとめて書いてくれ、 と指導しました。

一学生にとっては目から鱗ですね。

上田副学長 第1回目はジャー ナリストの

池上彰さんの話を聞き、 その後も劇作家の平

田オリザさんのコミュニケ ーションの話、 あ

るいは哲学者、 お坊さんや、 水俣病の支援活

動をしている方に来てもらって、 講堂で話を

してもらいます。 聞くだけで終わりではなく、

1クラス28 人の少人数クラスを40クラス

作って、 その中で4 人l組で議論します。 池

上さんのどこが良かったとか、 どこが納得い

かないとか。 そういう批判的思考はものすご

く重要です。 また途中でブックリストの中か

ら本を1冊選んで、 書評を書いて、 みんなで

読み合わせます。 そうした新カリキュラムの

結果、 多様な世界の現実とか、 矛盾し合う世

界の様々な問題を知り、 その中で頭を使うと

いうことで、 非常に考えが深くなりましたね。

もっとも1年目の学生さんは、 それまでの東

工大だと思って入ったら、 急にリベラルア ー

ツと言われたんで、 頴し打ちに遭ったという

学生がかなりのパ ー センテ ージいたと思いま

すが。 (12月号・後編に続く）
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